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みんなで考える、深掘のまちづくり景観形成重点地区！

◯はじめに

深堀合同庁舎の近くにある２か所の県警アパート跡地

について、 地域住民や訪れた方々が有効に活用でき

るように、 地域や一般の市民の方、 学生さん、 職

員らが一緒に考える会議を開催しています。

◯内容

座長の高尾先生より今回のワークショップの狙いに

ついてお話頂き、 前回出た意見をもとに作成した基

本計画案についてご説明し、 「日常駐車場をどちら

の跡地にするか」 「跡地①の車両出入口はどこにす

るか」 について、 重点的に議論して頂きました。

◯結果

日常駐車場については意見が分かれ、 跡地①の進

入口については前側という意見が多かったです。

長崎の上質な情報紙 「樂 （らく）」 に 「深堀トワ

イライトゾーン」 というテーマで、 深堀地区の街

並みの魅力について掲載頂きました。 また、 長崎

大学の広報誌 「CHOHO( ちょうほう )」 にも、

長崎大学と深堀地区で協働する 「景観まちづくり

ガイドライン」 や今回の 「県警アパート跡地ワー

クショップ」 の取り組みについて掲載頂きました！

【まちづくりニュース】 深堀地区の景観まちづくりが複数の情報誌に掲載されました！

参加者アンケート結果 （回答率＝11 ／ 19＝58％）

テーマ ： 第３回 「計画案を確認しよう！」

日程 ： 2014 年 12 月 11 日 （木）

時間 ： 18:30～20:30

会場 ： 深堀地区公民館 大会議室

内容 ： 班に分かれて計画案のポイント （日常

駐車場と車両出入口） について議論しました。

参加者 ： 19 名 （住民、 一般、 学生、 職員）

長崎市景観専門監／

九州大学決断科学センター准教授
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Q1. 来てよかったでしょうか？

参加者の方からお答え頂いたアンケートをグラフ化しました。

Q２． 説明はわかりやすかったでしょうか？

Q３． 意見は反映されましたか？ Q４． また参加したいと思いますか？
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ワークショップ結果まとめ
第２回ワークショップで出た意見をもとに作成した基本計画案について説明を行い、 班に分かれて案のポイントについて話し合っていただきました。 議題に対する個人の意見をカードで表明しながら、

理由について意見交換していただき、 似ている意見や相反する意見を模造紙に整理していきました。 日常駐車場の場所も出入口の場所も、 「安全性」 「利便性」 「景観」 が重要であることが分かりました。

[ 議題 1] 日常の駐車場を [ 跡地①] とするか、 [ 跡地②] とするか？

跡地①

理由

駐車しやすい 安全である 安全である 跡地①を有効に活用できる明るい空間

人道橋が前提①で十分周辺とのアクセスが良い 周辺とのアクセスが良い

（支所裏）

[ 議題２] 跡地①の車両出入口を [ 前側 ] とするか、 [ 横側 ] とするか？

公道からその

ままアクセス

可能

駐車しやすい 車の出入りが

良い

今 の 車 の 流

れるに沿って

いる

平地のほうが

安 全 性 が 高

い

通 学 路 に 進

入しないで済

む

②は陰になる

人道橋がある

と神社にも行

きやすい

人道橋がある

ことが前提

支所に近い 支所から自分

の車が見えて

安心である

支 所 が 混 む

時間と子供の

通 学 時 間 は

異なり安全

ﾀｸｼｰは 本

通りの方がわ

かりやすい

日 常 の 利 用

なら①で足り

る

駐 車 場 同 士

が近いからい

い

広い

明るい

支所に行きや

すい

前側

理由

安全である 出入りしやすい 水辺景観のため

石塀の設置アイデア

（樋口家側）

安 全 性 が 一

番

通 学 路 の 安

全 確 保 の た

め

広い道ではな

く、 学 童 の

人が通る

人道橋の人と

接触してしま

う

広い通りは人

通りが少ない

支 所 の 近 く

で、 人 通 り

が多い

通学路と重な

るから

歩く人の安全

性

歩 行 者 が 安

全

スムーズに出

入りができる

入りやすい 入り口がわか

りやすい

前面を出入り

口にしても門

をつければ塀

は途切れない

鉄筋を入れる

と薄い石塀に

できるかも？

石塀を V 字

に 設 置 し、

カーブミラー

を設置

低い石塀とす

る

横側にすると

水路の美しい

景 観 が 損 な

われる

横側

理由

石塀の景観のため

使いやすい

歩車分離

（水路側）

前 面 の 石 塀

を分けたくな

い （一 続 き

でありたい）

石塀の保護

支所から近く

便利である

前 面 は 人 の

通 る と こ ろ、

横は車の通る

ところ

前面からは出

入りしにくく、

横側からは出

入りしやすい

跡地②

理由

（神社横）

小 学 校 の 通

学 上 の 安 全

のため

支所へのアク

セスが良い

跡 地①の 前

の 道 路 の 交

通量へ減らす

跡 地①の 水

辺を有効に活

用できる

跡 地①は 観

光 者 の 目 に

付くので憩い

の空間に

跡 地①は 城

下 町 の 風 情

を活かしてほ

しい

跡 地①は お

年寄りのこと

も考えてほし

い

跡 地①を 広

場にすると子

供 を 皆 で 監

視できる

跡 地①を 広

場として有効

に活用できる

跡地①と樋口

邸との調和

議論の様子

成果 学生が活躍
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